卒業論文要旨の記載書式に関する研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木研究室　　0312099　　山田太朗

１．背景・論点

　環境問題の解決において，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○である1), 2), 3)．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○が本研究の論点である．

２．研究の目的・意義

　そこで本研究では，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○を目的1とし，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○を目的2とする．

本研究の意義は，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○である．

３．研究方法

　研究の目的を次のような方法で達成する．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．

４．着手発表以降の進捗状況

(1)○○について

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○


[image: image1]
図1　○○の○○との関係

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．

その結果を図1に示す．図1から，・・・・・ということがわかり，目的1を達成する上で，・・・であると言える．

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．その結果を表1に示す．表1から，・・・・・

ということがわかり，目的１を達成する上で，・・・・

であると言える．
(2)△△について

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○
表1　○○についての比較表
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図2　○○の推移

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．

その結果を図2に示す．図2から，・・・・・ということがわかり，目的2を達成する上で，・・・であると言える．
(3)□□について

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．その結果を表2に示す．表2から，・・・・・

ということがわかり，目的2を達成する上で，・・・・

であると言える．

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

表2　○○についての推移の比較表

[image: image4.emf]
[image: image5.emf]
図3　○□の推移

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．

その結果を図3に示す．図3から，・・・・・ということがわかり，これはこれまでの知見4), 5), 6)から，目的2を達成する上で，・・・であると言える．

５．結論

　調査の結果，以下のことが明らかになった．○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．

　つまり，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○である．

今後の課題として○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○だろう．
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タイトルは12 ptのMSゴシック＋Arial、副題は11 ptのMSゴシック＋Arial





研究室・学籍番号・氏名は10 ptのMS明朝＋Times New Roman








数字・ピリオド共に全角





要旨本文は10 ptのMS明朝＋Times New Roman





節項のタイトルは10 ptのMSゴシック＋Arial





本文中の図表番号は10 ptのMSゴシック＋Arial





フォント指定


タイトル：12 ptのMSゴシック＋Arial．副題は11 ptのMSゴシック＋Arial．


研究室・学籍番号・氏名：10 ptのMS明朝＋Times New Roman．


節項タイトル：10 ptのMSゴシック＋Arial．


本文：10 ptのMS明朝＋Times New Roman．


図表：原則，MS明朝＋Times New Roman．フォントは読めるサイズにすること．


本文中の図表番号：10 ptのMSゴシック＋Arial．


キャプション図表番号：9 ptのMSゴシック＋Arial．


キャプション本文：9 ptのMS明朝＋Times New Roman．


参考文献：9 ptのMS明朝＋Times New Roman．





キャプションの図表番号は9 ptのMSゴシック＋Arial，キャプション本文は9 ptのMS明朝＋Times New Roman





書式指定


余白：上下左右各20 mm．


文字数：23字，字送り10 pt．


行数：50行，行送り14.55 pt．


本文は2段組：段の幅23.03字，間隔2.13字．


本文：行間1行．


句読点は「．」「，」で統一．





図表指定


図表はページの上部または下部に集めてレイアウトする．ただし卒論タイトルの前，「６．参考文献」の後には配置しない．


図表の横幅は「1段の幅いっぱい」あるいは「2段ぶち抜き」のいずれかとする．


図の場合にはその下に，表の場合にはその上に，図表番号およびキャプションを入れる


図表と文章本体との間には1行の空白を空けて区別を明確にする．





文献リストは9 ptのMS明朝＋Times New Roman
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